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論文内容の要旨
本論文は日本語学習者の日本語音声使用と習得の実態を言語教育学的見地から考
察し、より効果的な日本語音声教育の方法と教材を提案することを目的とする。
第 1 章では本論文の目的、先行研究、および本論文の構成を示した。本論文に述べ
られる一連の研究は言語教育学的見地からの問題意識と興味関心に基づいて行われ
ており、量的調査、実験的研究、理論的な考察の背景に常に実践的な目的があった。
特に以下の 2 点が研究の根本的な出発点となっている。
( 1 )学習者は母語話者のような日本語音声を習得したいと願っていながらも音声の
習得は非常に難しい。総合的言語能力では上級レベルにあっても、不自然な発音を行
なっているものが多く見られる。なぜ音声の教育と音声の習得は困難なのか。
( 2 )日本語教育の現場においては、文法・文字(かなと漢字)・読解・聴解・会話
などの技能が系統的に教えられ、教材や教授法の開発も充実している一方で、言語コ
ミュニケーションの根幹である音声そのものの教育の実施は十分ではなく、教材の開
発も他の技能に比べて非常に遅れている。どのような教材と教授法の開発が必要か。
第 2 章 日本語学習者の発音実態
本章では質問紙調査による学習者音声の研究の結果について論じた。この調査は
様々な言語の母語話者について日本語音声に関する問題点を網羅的に術敵すること
を試みたものである。日本国内の日本語教室では様々な言語を母語とする多用な学習
者が混在しており、学習者の見せる発音上の誤りも多様である。本章では、日本語の
子音、母音、アクセント、イントネーション、特殊音素の持続時間など 170 の共通項
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目について 12 言語を母語とする学習者の発音の傾向を調査した結果を述べた。アン
ケート式調査の結果、従来日本語教育従事者から指摘されていた通り、日本語特殊拍
の生成は母語を問わず困難であることが明らかになった。また、アスピレーションの
有無、有声無声の区別、単語アクセントや文末イントネーションについては母語別の
特徴が著しいことが分かった。こうした結果から、音声教育には母語別の教材開発が
必要であることが示唆された。
第 3 章 日本語学習者の音声使用における韻律の性質
本章では日本語学習者を対象として、日本語特殊音素とアクセントの生成と知覚の
実態をいくつかの手法によって明らかにした研究結果を述べる。
最初の実験では、ブラジル人上級学習者 2 名(話者 HG と ML)による単語読み上げ
データを分析し、以下のような結果が得られた。
( 1) 2 モーラ語 (CVCV :動調、名調)のピッチ実現
話者 HG は「動詞の場合は HL、名調の場合は非下降調(聞ないし LH) でピッチ実
現をする」という中間言語的音声規則を適用していると考えられる。一方、話者 ML
はランダムなピッチ実現を見せ、中間言語によるのか母語の干渉によるのかは明らか
にできなかった。
( 2) 3 モーラ語 (CVCVCV :動調、名調)のピッチ実現
話者 HG は名調の場合はいくつかのパターンでランダムにピッチ実現をしているが、
「動調の場合は LHL でピッチ実現をする」という中間言語的音声規則を適用している
可能性が強く窺われた。一方、話者 ML は名詞も動詞も LHL でピッチ実現する顕著な
傾向を見せた。これはポルトガル語からの干渉の結果とも解釈しうるが、 2 モーラ語
の場合にポルトガル語の干渉が起きていない (HL という実現に限られていない)こ
とを考慮すると、 r3 モーラ (CVCVCV) の語は LHL でピッチ実現をする」という中間
言語的音声規則を立てている可能性がある。
( 3) 3 モーラ語 (CVCVN 、 CVNCV :名詞)のピッチ実現
両話者とも重い音節を聞ないし HL、軽い音節を L としてピッチ実現をする傾向を
強く見せた。「重音節+軽音節」が「高低」の音調となる傾向に限れば、ポルトガル語
からの干渉と解釈が可能である。しかし一方で、「軽音節+重音節」が「低高」で実現
される傾向に関しては、ポルトガル語の音調規則に関して明確な理解か得られないた
め、干渉と解釈すべきか中間言語的音声規則と解釈すべきか、結論づけることができ
なかった。
( 4) 3 モーラ語 (CVNCV 、 CVRCV :名調)
両話者ともに CVNCV 、 CVRCV の音節構造の名調の場合、最初の 2 モーラを高いピッ
チで実現する傾向を見せ、「モーラ単位ではなく音節単位でピッチを付与する」とい
う中間言語的音声規則の使用の可能性が窺えた。
このように、ブラジル人日本語学習者のピッチ実現を分析すると「母語の干渉」で
は説明ができない現象があり、学習者によって立てられた中間言語的音声規則を仮定
することの妥当性が窺われた。
続いて行なわれたインドネシア語母語話者の初級学習者に対する実験では、アクセ
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ント表示を付した単語リストの読み上げと表示のない単語リストの読み上げの結果
を比較対照した。 15 名のインドネシア人日本語学習者の発音の調査から次のような
傾向があることが認められた。
( 1 )第 2 モーラが/N/ないし /R/である場合、語頭の 2 モーラがともに高いピッチ
で発音される傾向がある。
( 2 )特殊拍を含まない語の場合、アクセント表記が付しであると比較的表記の通
りにピッチが実現される。
( 3 )アクセントが付されていない場合、特殊拍の有無を問わず、ピッチは基本的
に高から低へと下がる動きを見せる傾向がある。
こうした結果から、両言語の韻律を単純に対照して観察・分析するだけではなく、
音節構造、特に特殊拍の配置に配慮しつつ考察を行なうことが重要であることが示唆
された。
3 番目に行なったのは知覚面の研究で、中国語・韓国語・フィンランド語母語話
者を対象として音節長の知覚上の特徴を考察した。実験では学習者の母語と語中の母
音の音節位置との関連について長母音と短母音の同定課題による知覚実験により検
証をした。
母音の音節位置との関連については、非語頭位置母音の長短識別が語頭位置より
も混乱しやすいことが本稿でも示された。非語頭位置の場合、長母音と短母音の範時
自体がそもそも明確ではなく、このことが混乱を生じさせるー要因として推察される
母音長判断と音節構造との関係については、特に日本語母語話者・フィンランド
語母語話者に現れた傾向によって、母音の長短判断は耳に入ってくる音節願に行われ
るのではなく、語全体あるいはある一定のかたまり内での音節同士の比較により当該
の音節長を決定している可能性が示された。このことから、長母音と短母音の持続時
間は絶対的なものではなく、語や文内での他の要素との比較により決定される相対的
なものであることが示峻された。一方で、日本語学習者の母音長識別能力というのは、
学習時間を重ねれば、あるいは日本語能力が向上すれば、それにともなって発達する
という類のものではないことが本稿により改めて示された。
本章の最後に韓国人上級学習者(高校日本語教師)を考察対象にして、音節構造
とピッチ変化の知覚に関する知覚実験を行なった。 57 名の韓国人を対象にして「ネ
ネ、ネ一、ネン J という 3 つの無意味語に 3 通りのピッチ変化を内挿した刺激語によ
る知覚実験を行なった結果、 /cv-cv/構造におけるアクセント知覚が他の構造より困
難であることが明らかになった。
第 4 章 日本語音声の研究と教育への応用
本章では音声の言語教育学的研究を通じて得た知見に基づいて、どのような音声教
育の教材と教授法の開発が実際に可能であり、高い効果が期待できるか、その実例と
実践法を論じた。
近年、語葉教育や文型教育の分野では、コーパス言語学の成果が言語教育に応用さ
れるようになっている。本章ではまず初めに音声教育教材作成用の基礎データとして
構築した語葉データベースの概要、分析、および教育への応用可能性にについて述べ
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た。日本語教育のために量的手法で選択された六千語からなる語量表を元にして、各
単語にモーラ数、アクセント位置、母音の無声化の有無、および音節構造(普通拍と
特殊拍の配置を記号化した情報)を加え、パソコン上で簡単に検索できるように電子
化を行なった。これを元にして様々な練習問題や暗記用の例文が開発された。
さらに、既存の音声教材を検討した上で、新たな音声教材の方法とシラパスを提案
した。第 2 章では母語別の発音上の問題点が明らかになり、第 3 章では学習者の音声
生成においては特殊拍が母語を問わず困難であること、母語によっては一部の子音や
母音の生成が困難であることが分かった。また、知覚実験からも学習者が母音の持続
時間やモーラ間でのピッチ変化の知覚に困難を経験していることが明らかになった。
こうした知見を踏まえて本章では知覚優先型の音声教育教材の開発を試み、紹介して
いる。
具体的には、長母音の練習、促音の練習、母音に隣接して先行する楼音の練習、単
語アクセントの練習、および文末イントネーションの練習を無意味語の知覚から有意
味の知覚を経て、最終的に場面性のある短い会話の練習につなげるレッスンを作成し
た。
第 5章結論
第 2 章から第 4 章までにおいて述べた研究を通じて学習者音声の言語教育学的研
究が実際の言語教育に示唆するものが多くあることが明らかになった。一方で、母語
別の学習者の傾向についてはまだ母語とする言語の数が少なく、今後はさらに多くの
言語の話者について研究を進める必要が残っている。教育面の成果としては韻律の練
習教材はある程度開発が進められたが、分節音の練習問題が課題として残っている。
また、韻律についても、ポーズ、発話速度、声質といったパラ言語情報に密接に関係
している特徴についての練習問題の開発は手つかずの状態であり、今後の重要な目標
であると考えている。
• 109 
論文審査結果の要旨
外国語の学習において学習者の母語による干渉は、習得を妨げる大きな要因のひとつであるが、音声の
習得においてはそれがとりわけ著しいことが指摘されてきた。本論文は、外国人による日本語音声の習得
において、日本語音声の特徴であるモーラとそれに伴うピッチの実現に焦点を当てながら、多様な母語話
者による日本語分節音素と韻律の生成と知覚の実態を、調査と実験によって明らかにして、習得を阻害す
る要因を分析するとともに、独自の音声教育教材の開発と教授シラパスを提案したもので、全編 5 章から
成る。
第 1 章は序論であり、研究の目的について述べ、先行研究を紹介している。
第 2 章では、さまざまな言語の母語話者について、日本語音声の使用実態に関する問題点を明らかにす
るために、日本語教育の現場に対して行った 170 項目にわたるアンケート調査の結果をまとめている。そ
の結果、日本語モーラの習得の困難さは、学習者に共通してみられ、帯気性の有無、有声無声の区別、単
語アクセント位置などは母語別の特徴が著しいことを確認している。
第 3 章では、日本語学習者の、特殊モーラとアクセントの生成と知覚について、実験を通してその実態
を明らかにしている。生成に関しては、ポルトガル語およびインドネシア語を母語とする学習者を被験者
として、促音および接音を含む 2 モーラと 3 モーラから成る動詞と名調の読み上げデータを分析して、母
語の干渉の度合いが少ないことを観察している。知覚面については、中国語、韓国語、フィンランド語母
語話者を対象に、長短母音の識別実態とそれに関与する音節構造を考察し、これが、習得の段階に関わら
ず阻害要因になることを明らかにしている。これは、日本語モーラとヒ。ッチがもっ言語的特殊性について
の興味深い知見である。
第4章では、日本語の音韻・韻律の特徴を踏まえた音声教育教材と教授法の開発とその実践について論
じている。日本語基礎語量六千語を基に、モーラ数、アクセント位置、母音の無声化の有無、音節構造な
どの情報を加えた電子データを独自に作成し、それに基づく音声知覚・生成の練習のための教材とシラパ
スを提案している。これは、大きな期待をいだかせる方向である。
第 5 章は、結論と今後の展望を述べている。
以上要するに、本論文は、外国人学習者の日本語音声の使用と習得の実態を音韻論的・言語教育学的に
分析し、習得を阻害する要因を明らかにするとともに、それを踏まえた教授法を提案したもので、言語教
育学と情報科学の境界領域の進展に寄与するところが少なくない。
よって、本論文は博士(学術)の学位論文として合格と認める。
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